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朝
霞
の
ま
ち
の
輝
き
の
一
翼
を
担
う

人
を
ご
紹
介
す
る
不
定
期
連
載
の
第
二

回
目
は
、
作
家
の
須
藤
靖
貴
さ
ん
で
す
。

大
学
卒
業
後
、
ス
ポ
ー
ツ
誌
編
集
者
を

経
て
作
家
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た
須
藤
さ
ん
。

以
来
、
朝
霞
市
内
の
ご
自
宅
で
数
々
の

作
品
を
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
須
藤
さ

ん
が
よ
く
足
を
運
ぶ
、
朝
霞
駅
ビ
ル
内

の
、
チ
エ
ノ
ワ
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
で
お
話

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

―
も
と
も
と
作
家
を
志
し
て
い
た
の
で

す
か
？

　
は
い
、
作
家
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、

大
学
の
文
学
部
卒
業
後
は
ス
ポ
ー
ツ
誌

の
編
集
者
と
な
り
、
執
筆
の
腕
を
磨
い

て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
打
ち
込
ん

だ
ア
メ
フ
ト
の
専
門
誌
や
、
若
貴
ブ
ー

ム
の
渦
中
に
相
撲
の
専
門
誌
を
担
当
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
家
に
転
身
し

た
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で
、

ア
メ
フ
ト
や
相
撲
は
も
と
よ
り
、
野
球
、

マ
ラ
ソ
ン
、
運
動
会
な
ど
を
題
材
に
し

た
作
品
を
書
い
て
い
ま
す
。

―
朝
霞
で
の
暮
ら
し
は
い
か
が
で
す

か
？

　
朝
霞
に
住
ん
で
、
約
23
年
に
な
り
ま

す
。
以
前
の
職
場
へ
の
通
勤
が
便
利
な

こ
と
で
こ
の
ま
ち
を
選
ん
だ
の
で
す
が
、

公
園
が
多
く
、
図
書
館
、
体
育
館
な
ど

の
公
共
施
設
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
な
ど
、

暮
ら
し
や
す
い
環
境
に
満
足
し
て
い
ま

す
。
欲
を
言
え
ば
、
副
都
心
線
が
延
伸

し
て
朝
霞
駅
が
始
発
に
な
る
と
う
れ
し

い
で
す
ね
。（
笑
）

―
朝
霞
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
品
は
あ
り

ま
す
か
？

　
実
は
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
朝
霞
が

関
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
近
隣
も
含
め
て
言
え
ば
、『
ど
ま
ん
な

か
』（
講
談
社
）
の
主
人
公
の
高
校
生
は
、

高
校
の
あ
る
東
松
山
ま
で
、
朝
霞
か
ら

通
学
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
満
点
レ
シ

ピ
』（
新
潮
社
）
は
、
新
座
総
合
技
術

高
校
の
食
物
調
理
科
が
舞
台
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
朝
霞
で
言
う
と
、
な
ん
と
い
っ
て
も

『
運
動
会
小
説　

走
れ
！
ヒ
ッ
ト
ン
』

（
講
談
社
）
で
す
。
本
邦
初
の
運
動
会

小
説
で
、
朝
霞
第
二
小
学
校
、
第
六
小

学
校
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
思
い

出
深
い
作
品
で
す
。
ま
た
、
青
春
相
撲

小
説
『
お
れ
、
力
士
に
な
る
』（
講
談

社
文
庫
）
は
、
モ
デ
ル
が
ほ
ぼ
大だ
い

栄え
い

翔し
ょ
う

関
（
我
が
家
の
長
女
が
朝
霞
第
一
中
学

校
の
と
き
に
席
が
隣
だ
っ
た
！
）
で
す
。

朝
霞
の
皆
さ
ん
に
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

—

須
藤
さ
ん
の
作
品
か
ら
は
、
随
所
に

こ
の
ま
ち
へ
の
想
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

取
材
に
も
、
大
変
気
さ
く
に
応
じ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！ 

★
次
回
は
、『
走
れ
！
ヒ
ッ
ト
ン
』
の
主

人
公
ひ
と
み
が
進
学
す
る
朝
香
第
一
中

学
校
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
、
朝
霞
第
一

中
学
校
を
取
材
し
ま
す
！

輝まちびと きたる人

朝霞市内の小学校を取材した、
『運動会小説 走れ！ヒットン』

朝霞に暮らすうちに、まちのコン
パクトさがお気に入りになった

ある

ささやかな

かんどう
朝霞に暮らす人は、温かい。あると
き、お財布や携帯の入ったカバンを
失くしてしまったのですが、そのま
まの状態で交番に届けられていまし
た。感激しました。

作家　　須
す

藤
どう

　靖
やす

貴
たか

1964年東京都生まれ、朝霞市在住。
スポーツ誌の編集者などを経て、
『俺はどしゃぶり』（光文社文庫）
で小説新潮長篇新人賞を受賞し、
作家デビュー。執筆の合間には、
朝霞の森まで散歩したり、近所
のスーパーを巡ったりして過ご
している。家族のために、得意
の料理を振る舞うことも。

▷「まちびと」募集中
まちの輝きの一翼を担ってく
ださっている人をぜひご紹介
ください！取材を行い、広報
や市ホームページ、その他Ｓ
ＮＳでご紹
介させてい
ただきます。
情報をお待
ちしており
ます！！
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輝まちびと きたる人

問／シティ・プロモーション課　☎423-3241
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